
め
に
最
新
の
情
報
を
提
供
で
き

る
形
と
な
っ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
レ
ジ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
案
内
な
ど

の
具
体
的
情
報
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
電
話
帳
先
進
国
ア
メ

１
６２
１

規
模
と
な
っ
た
。
一
方
、
入
場

者
も
４
日
間
で
６
万
人
を
超

え
、
前
回
を
約
１
万
人
近
く
上

回
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。
同
フ

ェ
ア
は
世
界
各
国
の
輸
入
品
を

一
堂
に
展
示
し
、
広
く
国
内
流

通
業
者
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
輸
入
品
の
販
路
を
拡
大
す

る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
、
バ
イ

ヤ
ー
・
消
費
者
の
輸
入
品
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

★
第
杷
回
・
神
戸
イ
ン
ポ
ー
ト

フ
ェ
ア
開
催

去
る
９
月
１
日
（
木
）
１
４
日

（
日
）
の
４
日
間
、
神
戸
イ
ン
ポ

ー
ト
フ
ェ
ア
（
主
催
神
戸
イ
ン

ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
協
議
会
）
が
神

戸
国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ルインポートフェア会場の様子

去１１２国３０タトをでた
最社内力出数第。
高と出国展え１８今
の過展、国海回回

社長とスタッフの
池田さん

自
分
の
仕
事
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
か
、
自
ら
最
新
の
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
を
使
用
す
る
姿
も
多

く
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

☆
〃
神
戸
サ
ン
ト
ピ
ア
″
で
人

気
の
ソ
フ
ト
が
勢
揃
い
／
、

Ｃ
＆
Ｃ
で
お
な
じ
み
の
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
Ｏ
Ａ
シ
ョ
ウ
ル
ー
ム
・
神

戸
サ
ン
ト
ピ
ア
で
「
ピ
ジ
ネ
ス

ソ
フ
ト
・
神
戸
展
」
が
行
な
わ

れ
た
。９

月
１
，
２
日
に
開
催
さ
れ

た
こ
の
展
示
会
に
は
約
３
，
１

０
０
人
も
の
来
場
者
が
あ
り

″
Ｐ
Ｃ
ｌ
９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
〃

。
〃
Ｎ
５
２
０
０
シ
リ
ー
ズ
〃
な

ど
、
種
類
が
展
示
さ
れ
た
。
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
オ

フ
ィ
ス
プ
ロ
セ
ッ
サ
が
Ｏ
Ａ
の

☆
英
語
電
話
帳
ｇ
ご
切
目
目
の

関
西
版
発
刊

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
ジ
ャ
パ

ン
な
ど
日
米
４
つ
の
電
話
会
社

か
ら
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人

向
け
に
英
語
電
話
帳
（
職
業
別
）

が
関
西
で
初
め
て
発
行
さ
れ

た
。
「
○
群
筋
○
日
８
関
西
版
」

関
西
国
際
空
港
の
開
港
を
控
え

て
ま
す
ま
す
国
際
化
す
る
関
西

子
第
一
線
を

癖
支
え
る
中

霊
核
機
と
し

帥
て
広
く
使

那
わ
れ
始
め

和
た
為
、
会

塞
場
内
は
ど

ピ
の
機
器
が

はっきりした顔立ちで大きな目が印象
的なお腰さん。仕事の内容はコンピュー
ターを使った財務処理。話してみると外
見のクールさとは述った感じを受ける。

少し変わった雰囲気を持った女性だ。体／、日はあみ物や最近始めたフラワーアレン財株
ジメントなどで有意義に時間を過ごして務式
いるとか｡今一番してみたいことは自動論
車の免許をとってドライブをすることだ務ア
そ うだ。，
神戸市在住双子座のＡ型。、／

Ci t y - S O u r c e

人の西者のタトてＩこ
の外在や旅か、お
た国住関行ら海ぃ

リ
カ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
イ
エ
ロ
ー
ペ

ー
ジ
の
感
覚
で
使
え
る
電
話
帳

と
な
っ
て
い
る
。

☆
シ
ャ
ツ
専
門
店
Ｉ
０
Ｒ
Ｓ
Ｏ

が
三
宮
に
オ
ー
プ
ン

９
月
３
日
、
加
納
町
３
丁
目

に
シ
ャ
ツ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｓ
Ｏ
（
ト
ル
ソ
）
が
新
し
く
開
店

し
た
。
〃
シ
ャ
ツ
を
着
こ
な
す

楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
〃
〃
シ

ャ
ツ
の
持
つ
オ
シ
ャ
レ
さ
を
も

っ
と
ひ
ろ
め
て
い
き
た
い
〃
と

は
池
田
泰
雄
社
長
の
弁
。
ネ
ー

ミ
ン
グ
イ
メ
ー
ジ
は
Ｈ
ｅ
ａ
ｖ

ｅ
ｎ
ｌ
ｙ
Ｂ
Ｏ
ｄ
ｙ
＆
Ｓ
ｐ
ｉ

ｒ
ｉ
ｔ
／
，
神
戸
か
ら
新
し
い

シ
ャ
ツ
文
化
を
創
造
す
る
。

瀞
☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
杉
岡
直
美
さ
ん
（
浦
）

鍵
熱鍵

鞘
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揚竺
●
ソ
フ
ト
・
ア
イ
を
培
う

不
動
産
を
活
用
す
る
場
合
、
ソ
フ
ト

・
ア
イ
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
ソ
フ
ト
と
い
う
の
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
ー
に
対
す
る
ソ
フ
ト
、
ア
イ
と
い
う

の
は
目
で
す
。
そ
れ
を
事
業
家
も
設
計

士
も
培
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、
た
だ
じ
っ
と
考
え
て
い
る
だ
け

で
は
だ
め
で
、
諸
外
国
を
見
て
ま
わ
り
、

有
益
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
土
地
の

活
か
し
方
に
つ
い
て
の
目
を
培
っ
て
い

き
ま
す
と
、
お
の
ず
と
芽
が
出
て
き
ま

す
。
し
っ
か
り
し
た
芽
が
出
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
大
切
に
育
て
ま
す
と
、
や
が
て

は
大
木
に
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
商
業

ビ
ル
な
り
を
建
て
て
い
く
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
土
地
を
活
か
す
た
め
に
は
、
非

目
か
ら
芽
が
出
る

青
木
幸
夫
〈
嘩
謹
鍵
ル
ァ
ィ
シ
ー
〉

L I C シリーズ⑤☆
こ
れ
か
ら
の
商
業
不
動
産

１
６３
１

今
後
金
融
機
関
は
、
完
全
週
休
二
日

制
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し

ま
す
と
土
、
日
な
ど
、
そ
こ
で
街
を
き

っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
そ
の
前
に
浮
浪

者
が
た
む
ろ
す
る
な
ど
し
て
、
街
の
美

感
も
損
ね
ま
す
。
そ
こ
で
私
が
考
え
て

い
ま
す
の
は
、
金
融
機
関
は
二
階
、
三

階
に
設
営
し
、
一
階
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
飲
食
関
係
の
テ
ナ
ン
ト
に
、
お
貸
し

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
ま
す

と
、
土
、
日
も
関
係
な
く
街
が
つ
な
が

り
ま
す
し
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
に
な

る
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
金
融
機
関
の

利
益
と
な
る
わ
け
で
す
。

●
３
軒
集
ま
れ
ば
…

最
近
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
Ⅲ
坪
以
上
の

物
件
の
需
要
が
、
大
変
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
広
さ

の
物
件
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
だ
け
の
土
地
を
持
っ
て
い
る
人
が
少

い
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
借
り
手
は
卵

坪
の
フ
ロ
ア
ー
を
二
階
借
り
る
。
そ
れ

で
は
人
権
費
の
効
率
等
も
非
常
に
悪
く

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
う
い
っ
た
土

地
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
例
え
ば
３
軒

集
ま
り
、
大
き
な
ピ
ル
を
建
て
る
。
需

要
が
そ
れ
だ
け
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

家
賃
も
高
め
に
設
定
で
き
ま
す
。

全
て
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
目
か
ら

芽
が
出
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

く
る
こ
と
で
、
私
ど
も
が
お
手
伝
い
で

き
る
こ
と
な
の
で
す
。

株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
シ
ー

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
９
番
地
の
１

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
国
際
交
流
会
館
７
Ｆ

向
（
０
７
８
）
３
０
２
‐
４
０
０
９

青木幸夫代表取締役

常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
今
、
公
定
歩
合
の
上
昇
、
事
業
用
買

替
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
不
動
産
の

単
価
は
沈
静
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
土
地
こ
ろ
が
し
な
ど
で
不

当
な
利
益
を
あ
げ
た
人
達
に
は
、
そ
の

つ
け
が
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
し
、
事
業

家
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
銀
行
の
融
資

な
ど
を
利
用
し
て
、
土
地
を
活
用
で
き

る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
銀
行
は
二
階
へ
ど
う
ぞ

ピ
ル
の
一
階
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や

飲
食
関
係
に
と
っ
て
、
大
変
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
条
件
の
良
い
一
階
に

入
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

金
融
機
関
等
が
専
有
し
て
し
ま
っ
て
い

る
場
合
が
、
非
常
に
多
い
わ
け
で
す
。

局
画
ｒ
ノ
ノ

一

噺
甚
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●’8 8 秋・冬ＫＯＢＥファッション! 情報

＜装苑＞
藤井節子
くﾖ 麺惹大丸前店マネージャー＞

装苑大丸前店は1 5 年前に、オートクチ
ュール専門店としてスタート。神戸ファ
ッションのリーダーとして、流行にとら
われないお酒落を演出しつづけてきた
が、よりオリジナルでファッショナブル
な演出をする為に大がかりな改装をし、
９月1 5 日にリフレッシュ・オープンし
た。

同店の対象はミセス。「3 0 代から4 0 代
の女性は、仕事をもっていたり、家庭を
築いていたりして、女として自立されて
いる方が多くおられます。そういった方
は女性らしい魅力にあふれてますから、
自分自身の力で輝いてらっしやいます。
そういった女性たちを飾るのではなく、
彼女たちがもつ魅力をいかにひきだすか
というサポートをするのが、私のファッ
ションの主張です」マネージャーの藤井
さんは、こう語る。そしてこの条件を満
すブランドがＢＡＬＬＹプレーンで、そ
れでいてエレガントな大人の可愛らしさ
が感じられる。スカート･ ワンピース等
はもちろん、靴・バック、装苑ではＢＡ
ＬＬＹｏＢＡＬＬＹ' Ｕがトータルに揃う｡
自分が納得できるものだけとつきあうこ
とが、本物のクオリティ・ライフではな
いだろうか。

；
:;黙『

i：

霧鍾 蕊
露

三宮町３丁目宮3 3 1 - 7 5 5 0

藤井節子さん
お友達同志でいらっしゃる方
が多いですので、店内は奥ゆ
きをとってくつろげるスペー
スにしました。ソフィスティ
ケートされた大人のお酒落を
お楽しみ下さい。

ｅ装苑センタープラザ店
雷331-2038
苑装モンテメール芦屋店
宮(0797)32-2005
ラポルテ装苑芦屋店
看(0797)22-8100

しなやかな感性を磨くＢＡＬＬＹ

6４
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●’８８秋・冬ＫＯＢＥファッション情報

＜ジョァンナ＞
大村景太
くＫＫジョアンナ部長＞

ここ、サンプラザ１Ｆのシューズブテ
ィック“ジョアンナ”は、靴に凝る神戸
のおしゃれな女性たちのファッション度
を計るのに感度充分の店。
ウィンドーに飾られた' 8 8 秋冬のシュー

ズコレクションには、バラエティのある
カラフルなファッションセンスにあふれ
た品揃えに、意気込みが感じられる。
この秋冬の傾向を大村部長に聞いてみ

た。「今年は、“赤" い靴が凄い人気です。
サンローランやメダの“赤。の中の“ボ
ルド一色" 。この二つのブランドは、
今、ボディコンシャスなスリムなスタイ
ルに、長い髪をなびかせて歩くおしゃれ
な神戸のお嬢さんやＯＬにフィットして
いますね。もう一つの流行は、イタリア
のニットメーカー・ベネトンがヒットさ
せたスポーツシューズです。ジーンズル
ックに楽しさを生かせることができます
からね。三宮を歩く女性には、ぜつたい
ジョアンナの靴をはいているというぐら
いに、きれいな女性を、もっと美しくし
たいですね」と頼もしい言葉。
おしゃれな神戸の女性たちのスタイル

のいい足許に、この秋・冬は‘‘ジョアン
ナ”の靴がよく似合う。

圧。_ 』

塵

ジヨアンナ・サンプラザ１Ｆ麓0 7 8 ( 3 9 1 ) 5 0 7 8

6５

鶴 隷
篭

繍鍵 番鷲織蕊認

カルゾ・ショップ／センタープラザ西館２Ｆ
湾078(332)4153

《: 禽唾･

鴬
大村景太さん

“ジョアンナ, ，の店頭で見て
いると、神戸はほんとにおし
ゃれな美人が多いので、わく
わくします。
今年は、ドレッシィでアダ
ルトな傾向ですから､ よりエ
レガントに、より美しく、神
戸だからおしゃれが楽しいと
いった商品づくりと、さらに
トータルなコーディネイトの
提案をして行きたいと思いま
す。
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2 0 0 1 年美の世界亜h e 3 r d N a t i o n a l C u l t u r e F e s t i v a l

第，画国民文化祭ひょうご８８諒而迩佳誕紬(祝）
主催事業

総合フェスティバル
・オープニング国際パレード
, 0 . 2 2 ( 土) 三宮～元町(神戸市中央区）
③開会式・総合フェスティパル
1 0 . 2 2 ( 土）神戸ポートアイランドホー
ル（ワールド記念ホール）
２００１年美の創造をテーマに国際性、フ
ァッション性を追求。（司会･ 山川静夫
ゲスト出演少年隊、西田ひかる）
③閉会式・グランドフィナーレ
１１．３( 祝）神戸国際会館
世界にはばたけ日木の文化をテーマに
（山本邦山、佐藤允彦）
シンポジウム
▲国際文化シンポジウム
1 0 . 2 9 ( 土）神戸国際会議場メインホー
ル

国際交流の体験をj 面して文ｲ ﾋ の役割を
探ります。
▲街並み1 0 0 ｍシンポジウム
1 0 , 3 0 （日）姫路市市民会館
街と人のかかわりを通してこれからの
まちづくりを考える。
（ゲストスピーチ桂文珍）
▲ひょうご演劇シンポジウム
1 0 . 3 0 （日）兵庫県立尼崎青少年創造劇
場（ピッコロシアター）
高校演劇科の公開レッスンをまじえ、
演劇と教育について討論します。
（基調講演山碕正和）
▲トーク・ナウ“文化最前線' ’
1 0 . 3 0 （日）川西市文化会館
全国各地域での文化史をふまえ、２１世
紀の庶民文化を考えます。
（基調講演ジェームス三木）
分野別フェスティバル
＜伝統部門＞
②全国大鼓まつり
1 0 . 2 3 （日）姫路城三の丸広場（雨天／
姫路市文: 化センター）
姫路城をバックに伝統太鼓から新しい
太鼓まで一堂に。
③民踊の祭典イン神戸
1 0 . 2 8 （金）神戸文化ホール
外国人による民族舞踊団や日本の民踊
団体がユニークなステージを繰り広げ
ます。（司会・金沢明子）
③吟詠剣詩舞道祭
1 0 ‘2 9 ( 土）尼崎市総合文化センター
アルカイックホール

勇壮にして華麗な合吟と柵成吟を披露
します。
。ふるさとの民謡
1 0 . 3 0 （日）明石市立市民会館
雄志慨が全国１位の清酒にちなみ、酒
造り唄を中心とした仕事唄の数々を。
＜音楽部門＞
回ライブ・ファッション・コンテスト
ｍＴＡ１ｒＡＲＡＺＵＫＡ

１０‘2 8 （金）宝塚パウホール
女性バンドを対象に独創的な演奏と舞
台衣裳のトータルなファッション性を
競う全国コンテスト。
⑳吹奏楽の祭典
1 0 . 2 9 ( 土) 兵庫県立文化体育館（神戸
市）
舞踏音楽や民俗芸能などとの合同演奏
を通じ新しい吹奏楽の世界を。
（指揮アルフレッド・リード）
◎国際オーケストラ交流演奏会
1 0 . 3 0 （日）尼崎市総合文化センター
アルカイックホール
山木直純の指抑のもと､ 世界及び全国
各地のアマチュアオーケストラメンバ
ーが一堂に集い波奏します。
（ゲストピアニストアンネローゼ・
シュミット）
、水と緑のハーモニー合唱の祭典ｉｎ
西宮
1 0 . 3 0 （日）西宮市民会館
水と緑をテーマにした曲をとりいれた
り、創作オペラを。
画商潮作曲コンクール
1 0 . 3 0 （日）竜野市民会館
竜野出身で童謡「赤とんぼ」の作詞者
三木露風の全作品を課題詩とした作曲
コンクールです。
⑳兵庫からのジャズメッセージ
1 0 . 3 0 （日）三木市文化会館
今圃冬地のアマチュアバンドの淡奏や
ペギー葉山、北村英治、秋満義孝との
共波を行います。
回新人音楽コンクール
１１．１( 火) ～2 （水）宝塚市ペガ･ ホール
ピアノ・声楽・管弦楽器のソロ演奏に
よる音楽コンクール。
、ひょうごフレッシュサウンズフェス
テイバルインいたみ
１１．２( 水) ～3 ( 祝）伊丹市立文化会館
全国各地の若者のアマチュアバンドの
若いエネルギーが爆発。
（ゲストバンド憂歌団）

＜演劇部門＞
ｒ演劇の今昔」をテーマに伝統的な演
劇から現代の演劇まで各地で公演を行
います。
③ひょうご演劇街道
1 0 . 2 8 ( 金)～2 9 (土）兵庫県立尼崎青少
年創造j Ｍ１場（ごツコロシアター）
1 0 . 2 9 ( 土) 三田市民会館
ﾕ 0 . 2 9 ( 土) ～3 0 （日）氷上郡民会館（柏
原町）
1 0 . 3 0 （日）たんば田園交稗ホール（篠
山町）
（創作フェスティバル）
１１．３( 祝）尼崎市総合文化センター
アルカイックホール
＜舞踊部門＞
●■ジャパンヵップ・ジャズ夕声ンス・

ページェント
1 0 . 2 3 （日）加古川市民会館
ジャズダンスチームで繰り広げる華皿
なステージ。
●日本舞踊の祭典
1 0 . 2 9 ( 土）神戸国際会館
全国のアマチュア舞踊家がその伝統美
を披露します。
、洋舞フヱスティパル
１１．３( 祝）兵庫県立文化体育館（神戸
市）
クラシッオパレエ、モダンダンスなど
を集めて披露。
＜文芸部門＞
回文芸大会（川柳）
1 0 . 2 3 （日）神戸国際会議場メイソホー
ノレ

団泣E 雲大会（短歌）
1 0 ‘2 9 ( 土）芦屋市民センタールナ・
ホール
在原業平ゆかりの地芦屋市で行う短歌
部門の文芸大会。
（記念講演松本清張）
国文芸大会（俳句）
1 0 , 3 0 （日）柿術文庫館< 伊丹市）
上島鬼貫ゆかりの地伊丹市で行う俳句
部門の文芸大会。
＜ファッション部門＞
、ブライダル高砂8 8
1 0 . 2 2 ( 土) ～2 3 （日）高砂市文化会館他
謡曲「高砂ｊにちなみブライダル都市
をめざす高砂市で繰り広げる内外の一
大ブライダルショー。
●画ファッションいん兵庫
1 0 . 2 9 ( 土) ～3 0 （日）西脇市総合市民セ

ソター

＜公募・展示部門等＞
画全園飼人手- r 雲公募展
1 0 . 2 2 ( 土)～2 5（火）兵庫県民会館（神
戸市）
＊生活文化総合フェア
1 0 . 2 2 ( 土)～2 6（水）兵庫県立文化体育
館（神戸市）
きもの、食生活、いけばな、フラワー
デザイン、煎茶、抹茶、囲碁、将枇、
盆栽、錦鯉、香、コントラクトプリッ
ジ、人形美術など生沃文化を一堂に集
め、新しい暮らしの美を探求。
⑤書道展
1 0 . 2 2 (土)～2 8（金）神戸ポートターミ
ナルホール
全国客地の展覧会で優秀な成絞を収め
た作品を染めた書の選抜展です。
ロＨＹＯＧＯ映像祭
ﾕ 0 . 2 2 (土>～2 5（火）伊丹市立文化会
館､ 伊丹グリーン劇場､ 伊丹ローズ劇場
ビデオ，フィルムの面白さを通じて映
像文化を考えるコンテスト。
国美術展（版画）
1 0 . 2 2 (土)～3 0（日）加古川総合文化セ
ンター
⑥巨美術展（日本画・洋画）
10.28(金)～１１．３(祝）兵庫県公館･兵
庫県民会館ほか
美術の各部門で創る喜びと鑑賞の楽し
みが味わえる公募展と日本画または洋
画の特別招待展を行います。
画全面ウッドクラフト公募展
10.22(土)～11.3(祝）兵庫県立丹波年
輪の里（柏原町）
木工遊具・玩具の全国公募展を行い、
木の文化の見直しを。
＊ひょうご大茶会
1 0 . 2 3 （日）兵庫県公館、生田神社会
館、兵庫県陶芸館
茶道各流派の合同大茶会を３会場を結
んで。
＊ふれあい日本のいけぱな展
1 0 . 2 6 (水)～3 1（月）そごう神戸店（神
戸市）
伝統的ないけばなから未来志向のいけ
ばなまでを紹介。
国ＰＨＯＴＯＷＯＲＬＤｉｎＨＹＯＧＯ
１０､ 2 7 (木)～1 1．エ（火）さんちかホー
ル（神戸市）
テーマ「美の創造」にふさわしい写真
を集めたコンクール。
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音楽』情報
秋の

秋
の
音
楽
シ
ー
ズ
ン
の
名
物
に
な
っ

て
き
た
「
博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン
」
が
、

加
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
、
京
都
。

十
輪
寺
の
泉
浩
洋
法
王
（
三
弦
大
導
師
）

に
特
別
出
演
を
願
い
、
い
わ
ゆ
る
お
経

三
味
線
と
い
う
「
三
弦
法
曲
」
の
公
演

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
回
は
「
須
磨

琴
」
（
ｕ
／
妃
）
「
地
唄
」
（
ｕ
／
記
）
「

常
盤
津
」
（
岨
／
３
）
「
清
元
」
（
勉
／

ｍ
）
長
唄
（
１
／
必
）
義
太
夫
（
１
／
妬
）

大
和
楽
（
２
／
岨
）
の
各
出
目
が
勢
揃

い
。
内
容
の
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

義
太
夫
の
特
別
出
演
・
豊
竹
嶋
大
夫

や
、
大
和
楽
の
二
代
目
家
元
大
和
久
満

な
ど
多
彩
。

画
第
１
回
加
月
把
日
（
土
）
特
別
出
演

三
弦
法
曲
解
説
・
演
奏
・
泉
浩
洋
（
十
輪
寺
法
王
）

一
、
賭
天
讃
（
声
明
）
一
、
読
諦
曲
般
若
心
経
・
観
音
経

一
、
唄
諦
曲
寂
静
・
祈
請
一
、
秘
密
曲
の
阿
叫
の

秘
曲

画
露
２
回
Ⅷ
月
旭
日
（
土
）
ゲ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

須
磨
琴
／
解
説
・
小
池
義
人
（
須
磨
寺
管
長
）

一
、
須
磨
一
、
須
磨
の
四
季
一
、
青
葉
の
笛

一
、
後
の
月
一
、
六
種
の
調
べ
一
、
平
家
抄

演
奏
／
小
池
美
代
子
・
三
油
徳
子
・
山
崎
八
重
子
他

園
第
３
回
Ⅷ
月
記
日
（
土
）
地
唄
／
解
説
・
佐
野
漣
笈

一
、
御
山
獅
子
一
、
八
重
衣
一
、
黒
幾
一
、
山
姥

演
奏
／
菊
聖
公
一
、
菊
津
木
昭
、
菊
珠
三
奈
子
、
菊

聖
亮
三
優
子
、
尺
八
／
星
田
都
雨
山

回
第
４
回
氾
月
３
日
（
土
）
常
磐
津
／
解
説
／
小
欣
司

演
奏
／
常
磐
津
小
欣
司
・
綱
男
（
三
味
線
抑
き
語
り
）

テ
ー
マ
酒
酔
／
俳
譜
師
（
春
）
一
、
夕
涼
三
人
生

酔
（
夏
）
一
、
関
の
扉
生
酢
の
段
（
冬
）

回
第
５
回
吃
月
狛
日
（
土
）
清
元
／
解
説
・
谷
村
陽
介

一
、
神
田
祭
り
一
、
山
め
ぐ
り
山
姥
一
、
う
か

れ
坊
主

演
奏
／
清
元
延
柳
・
延
さ
だ
世
（
三
味
線
弾
き
語
り
）

■
鯖
６
回
１
月
Ｍ
日
（
土
）
長
唄
／
解
脱
・
佐
野
漣
繁

一
、
秋
の
色
種
一
、
井
筒
業
平

演
奏
／
唄
・
杵
屋
勝
之
弥
・
絃
／
杵
屋
勝
寿
治
・
寿
浩

回
第
７
回
１
月
調
日
（
土
）
義
太
夫
／
特
別
出
演

一
、
新
版
歌
祭
文
・
野
崎
村
の
段

唄
・
解
説
／
豊
竹
鴫
大
夫
／
絃
・
独
沢
渚
介
・
清
二
郎

回
第
８
回
２
月
旭
日
（
土
）
大
和
楽
／
解
説
・
谷
村

陽
介一、

花
だ
よ
り
一
、
城
ヶ
島
の
雨
一
、
萩
と
月

一
、
河
一
、
か
し
ぐ
道
成
寺
／
唄
・
大
和
三
千
世

／
絃
・
大
和
久
満
・
静
他

■
入
場
料
／
前
売
り
Ⅷ
円
当
日
千
円
／
毎
回
２
時
開

演

.ｈ'J卜

￥
３
，
０
０
０
。

甘
い
藻
と
し
た
雰
囲
気
が
魅
力
の
実

力
派
に
、
創
年
よ
り
藤
本
統
紀
子
さ
ん

が
発
起
人
と
な
り
後
援
会
も
発
足
醜
名

の
会
員
数
に
支
え
ら
れ
、
神
戸
で
も
レ

ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
如
月

妬
日
（
土
）
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
マ
リ
ー
と
競
演
。
Ｐ
Ｍ
６

：
釦
分
よ
り
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
。
料
金

／
￥
２
５
，
０
０
０
お
申
込
／
０
７
８

（
猟
）
１
４
２
２

山
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
仲
井
和
紀
第
皿
回
リ
サ
イ
タ
ル
開
く

今大
阪
音
大
出
身
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
殿

ＫＯＢＥ

え
た
歌
唱
力
を
生
か
し
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
道
を
歩
ん
で
旭
年
。
西
宮
市
出
身
の

仲
井
和
紀
さ
ん
（
如
歳
）
が
、
ｎ
月
４

日
（
金
）
厚
生
年
金
中
ホ
ー
ル
（
６
：
卵

Ｐ
Ｍ
開
演
）
で
第
加
回
目
の
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
く
。
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｌ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
」
。
構
成
演
出
／
大

野
責
、
音
楽
監
督
／
大
塚
善
章
、
編

曲
／
鞍
富
真
一
、
制
作
／
㈱
ビ
ル
ド
／

第
４
回
目
を
迎
え
た

博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン

八
お
経
三
味
線
Ｖ

一
一
一
弦
法
曲
初
出
演

１
６７
１

豊竹鳩大夫／大和三千世／泉浩洋室註大導師

中井和紀

棚
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神
戸
の
画
家
た
ち
の

作
品
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
」
に

で
、
こ
の
地
区
に
残
る
異
人
館
と
し
て

は
唯
一
の
平
屋
建
て
。

★
神
戸
出
身
者
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
神
戸
が
生
ん
だ
画
家
た
ち
の
作
品

が
い
つ
で
も
鑑
賞
で
き
る
場
所
が
地
元

に
こ
そ
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
し
か

も
神
戸
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
空
気
を
吸

い
な
が
ら
育
っ
た
彼
ら
の
作
品
に
は
北

野
の
異
人
館
、
そ
れ
も
白
い
外
装
の
領

☆
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

秋
の
北
野
か
ら
Ｉ

１
６８
１

事
館
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た
わ
け
で

す
。
ま
た
呼
び
や
す
く
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
に
ピ
ッ
タ
リ
の
〃
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
〃
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。
周
囲

の
た
た
ず
ま
い
と
と
も
に
洋
画
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
運
営
す
る
神

戸
地
下
街
株
式
会
社
（
さ
ん
ち
か
）
の

森
本
泰
好
専
務
取
締
役
。
同
社
の
創
立

記
周
年
に
あ
た
り
、
地
域
参
加
の
一
環

と
し
て
記
念
す
べ
き
文
化
事
業
だ
と
も

言
え
よ
う
。

☆
ア
メ
リ
カ
ン
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
新
名

所
に

明
治
狐
年
（
一
八
九
八
）
に
建
て
ら

れ
た
こ
の
由
緒
あ
る
洋
館
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
ご
紹
介
し
よ
う
。
主
屋
は
南
側

に
食
堂
、
サ
ン
ル
ー
ム
、
応
接
室
、
北

側
に
居
間
と
寝
室
を
配
し
た
木
造
、
平

屋
、
寄
棟
造
り
、
主
屋
の
西
に
は
付
属

芸
術
と
の
出
合
い
の
場
が
如
月
１

日
、
誕
生
し
た
。
異
人
館
が
立
ち
並
ぶ

最
も
神
戸
ら
し
い
北
野
の
地
に
小
磯
良

平
、
金
山
平
三
、
川
西
英
と
神
戸
に
ゆ

か
り
の
深
い
画
家
た
ち
の
絵
を
展
示
す

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」

だ
。
も
と
も
と
こ
の
建
物
は
、
旧
ア
メ

リ
カ
総
領
事
館
官
舎
と
し
て
昭
和
羽
年

か
ら
館
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
洋
館

上／小松益喜｢ 英三番館( 第９作) ｣ 下／金山平三｢ 臭入瀬」
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蕊

灘
屋
、
合
わ
せ
て
延
べ

抑
㎡
と
洋
館
独
特
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
広

さ
。
周
囲
は
年
輪
を

重
ね
た
樹
木
が
繁

り
、
四
季
折
々
の
彩

り
を
添
え
る
。
（
敷

地
約
剛
㎡
）
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
は
主
屋

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
喫

茶
室
、
付
属
屋
は
ア

ー
ト
ポ
ス
タ
ー
シ
ョ

ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
４

つ
の
展
示
室
に
分
れ

金
山
平
三
、
小
磯
良

平
、
林
重
義
、
田
村

孝
之
介
、
新
井
完
、

川
西
英
、
別
車
博

資
、
鴨
居
玲
、
中
西

勝
、
西
村
功
ら
神
戸

ゆ
か
り
の
洋
画
家
た

ち
の
作
品
加
数
点
を

常
設
展
示
す
る
。
（
作

品
内
容
に
つ
い
て
は

順
次
取
り
替
え
）
室

内
に
は
マ
ン
ト
ル
ピ

ー
ス
や
よ
ろ
い
戸

等
、
異
人
館
ム
ー
ド

あ
ふ
れ
る
演
出
で
数

々
の
洋
画
と
心
地
よ

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生

み
出
し
て
い
る
。

｢ 婦人像」小磯良平

ｌ
６９
ｉ

if。

蝿零溌

る
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
。
神
戸
っ
子
の

誇
り
が
ま
た
一
つ
増
え
た
と
い
え
る
。

八
開
館
記
念
展
Ｖ

異
人
館
小
松
益
喜
の
世
界
展

祁
・
加
月
１
日
Ｉ
籾
・
３
月
虹
日

八
常
設
展
Ｖ

神
戸
ゆ
か
り
の
洋
画
家
た
ち
展

口
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
１
９

１
６
宮
０
７
８
（
血
）
０
５
８
１

口
午
前
加
時
Ｉ
午
後
６
時
第
４

水
曜
日
休
館

口
一
般
棚
円
・
高
校
生
以
下
Ⅷ
円

｢ 裸婦」中西勝

鍵
鋳
蕊
議

篭穂

瀞

｢ 旅」鴨居玲

上.

併
設
の
喫
茶
室
「
は
な
み
ず
き
」
で

は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
官
邸
の
公
式
の
場

で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
カ
ッ

プ
＆
ソ
ー
サ
ー
で
提
供
す
る
〃
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ツ
イ
ン
コ
ー
ヒ
ー
″
（
Ⅷ
円
）

を
メ
イ
ン
に
約
如
種
の
メ
ニ
ュ
ー
を
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
用
意
。

付
属
屋
に
設
け
ら
れ
た
ア
ー
ト
ポ
ス

タ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
バ
ン
テ
」
は
シ
ャ

ガ
ー
ル
、
ミ
ロ
、
ウ
オ
ー
ホ
ー
ル
、
ホ

ッ
ク
ニ
ー
な
ど
人
気
作
家
を
中
心
に
世

界
各
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
ア
ー
ト
ポ
ス

タ
ー
を
販
売
。
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」

に
ふ
さ
わ
し
い
神
戸
初
の
本
格
的
な
も

の
。
「
魅
力
的
な
国
際
文
化
都
市
・
神

戸
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
一
翼
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
一

度
訪
れ
た
人
た
ち
に
も
う
一
度
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
ナ
イ
ス
・
イ
ン
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
を
吹
き
こ
み
続
け
た
い
も

の
で
す
」
（
森
本
泰
好
専
務
）
。
神
戸
市
民

に
と
っ
て
重
要
な
〃
文
化
財
″
で
も
あ

:Ｉ

蕊 篭唱
駕鍵
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者
の
弁
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
会
場
の

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
か
ら
海
外
ま
で
、
内
外

を
問
わ
ず
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
。
こ
れ
も

〃
ワ
ッ
ペ
ン
・
ジ
ャ
ズ
″
の
大
き
な
魅

力
だ
ろ
う
。

さ
て
、
今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ま
ず

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
競
演
。
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
を
世
界
に
広
め
た
第
一

人
者
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
イ
ス
の
継
承
者

と
し
て
名
高
い
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
チ
・

ト
ン
プ
ソ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ミ
ー
・

リ
ミ
ン
ト
ン
、
そ
し
て
日
本
の
河
合
良

一
（
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
ラ
ス
カ
ル

ズ
）
の
ビ
ッ
グ
３
が
顔
を
合
わ
せ
て
ジ

ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。
出

演
す
る
方
に
と
っ
て
も
聞
く
方
に
と
っ

て
も
、
ジ
ャ
ズ
の
醍
醐
味
は
、
や
っ
ぱ

神
戸
ジ
ャ
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト

お
い
し
い
音
は
い
か
が
？

１
７０
１

港
町
神
戸
に
似
合
う
サ
ウ
ン
ド
と
い

え
ば
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
。
毎
年
、
恒
例
に
な
っ

て
い
る
〃
神
戸
ジ
ャ
ズ
。
ス
ト
リ
ー

ト
″
が
今
年
も
ｍ
／
８
（
土
）
・
９
（
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
北
野
町
一
帯
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

〃
ワ
ッ
ペ
ン
・
ジ
ャ
ズ
″
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
秋
の
芸
術
祭
」
の
一
つ
と
し
て
７
年

前
か
ら
始
ま
っ
た
。
入
場
券
代
わ
り
の

ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
す
べ
て

の
会
場
フ
リ
ー
パ
ス
。
各
日
ワ
ッ
ペ
ン

は
３
０
０
０
円
（
前
売
２
８
０
０
円
）
、

両
日
通
用
は
５
０
０
０
円
、
当
日
は
北

野
坂
沿
道
の
本
部
、
会
場
と
な
っ
て
い

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
、
神
戸
外
国
倶

楽
部
の
３
箇
所
で
発
売
す
る
。
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
の
は
し
ご
が
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
地
元
神
戸
市
民
は
も
と
よ

り
全
国
の
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
の
間
で
も
評

判
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
こ
へ
来
れ
ば
プ
ロ
も
ア
マ
チ
ュ

ア
も
関
係
な
い
。
誰
と
組
ま
さ
れ
る
か

判
ら
な
い
か
ら
、
す
ご
く
刺
激
が
あ
る

ん
だ
。
そ
し
て
、
ま
た
そ
の
ア
マ
チ
ュ

ア
が
巧
い
ん
だ
ノ
．
」
と
は
、
あ
る
出
演

両
日
と
も
時
間
は
⑫
ｌ
Ⅳ
時
、
ｕ
の

会
場
す
べ
て
を
回
っ
て
み
る
の
も
い
い

し
、
一
カ
所
で
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
サ

ウ
ン
ド
を
聞
き
比
べ
す
る
の
も
ひ
と
つ

の
方
法
。
秋
空
の
下
で
、
「
神
戸
ジ
ャ

ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
お
い
し
い
音
を

思
い
き
り
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
以
外
に
も
、
北
村
英
治
を
は
じ

め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
ら
４
本
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
ベ
ニ
ー

。
グ
ッ
ド
マ
ン
の
名
曲
を
披
露
。
名
づ

け
て
「
加
神
戸
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
サ
ミ

ッ
ト
」
。
ス
マ
ー
ト
な
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
音
色
で
ウ
デ
イ
・
ア
レ
ン
の
映
画
を

思
い
出
し
た
り
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
は

七
人
編
成
の
〃
コ
ー
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
・

ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
〃
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

は
ケ
ン
・
キ
ー
ラ
ー
、
チ
ャ
ー
リ
ー
田

川
ら
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
の
音
が
賑
や
か
に

北
野
を
包
む
。

ま
た
、
今
年
は
ジ
ャ
ズ
・
ヴ
オ
ー
カ

ル
、
女
声
美
人
歌
手
を
追
っ
か
け
て
み

る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
ベ
テ
ラ
ン
の
ペ

ギ
ー
葉
山
、
中
本
マ
リ
を
は
じ
め
例
年

以
上
に
魅
力
的
な
ヴ
オ
ー
カ
リ
ス
ト
が

集
う
。
「
ミ
ス
テ
ィ
」
「
Ａ
列
車
で
行
こ

う
」
「
マ
イ
フ
ァ
ニ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」

な
ど
、
お
馴
染
み
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ

ン
バ
ー
か
ら
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り

の
曲
が
い
く
つ
聞
け
る
だ
ろ
う
か
。

り
ジ
ャ
ム
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ど
ん
な
音

が
飛
び
出
す
や
ら
乞
う
ご
期
待
ノ
．
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神戸市中央区山本通2 - 1 4 - 2 0 アンカーハウス２Ｆ
宙2 6 1 - 1 7 7 5 水咽休
１１：３０～１４；３０１７：３０～２２：００（オーダーストップ）

⑨
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
／
隣
花
膳
コ
ー
ス
（
八
品
）
５
０
０
０
円
・
豆

腐
の
ス
テ
ー
キ
７
０
０
円
・
海
の
幸
の
オ
ム
レ
ツ
－
０
０
０
円
・

本
日
の
お
す
す
い
６
０
０
円
か
ら

和
と
洋
を
今
風
に
ア
レ
ン
ジ

新しい出会いの街

北野
KＩＴＡＮＯ

豊X J S T H j W E A L C A / Ｅ１ｙＴ糊Ｅ

隣栴序 神戸市中央区山本通２丁目８－１５
竃(078)22 2 - 1 1 4 0Ｕ１，月‘ｆｍｎｎｏ－Ｄｏｋｏｒｏ

Ｒ工ⅣＫＡ唖Ｈ１

北野店
神戸市中央区中山手通１－２２象ピル６Ｆ
茸（078）22 1 - 3 8 8 6 . 2 4 1 - 1 7 1 0
無休６：０ＯＰＭ～１：ＯＯＡＭ

プチホテルアルソン

驚
息
驚
驚

霞神
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中
央
区
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町
３
１
７
１
１

画
０
７
８
（
２
３
１
）
１
５
３
８
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t h ﾉ ﾄ ｯ ｰ ﾚ
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ソネ‘

｝ 肘
幽
Ｕ
陰駒鱗静

●
》
醗
守
に
十
吟

●
具
夫
が
孝
一

．
止
曙
紗
し
Ｉ

ｎ
打
ｌ
シ
ズ
。
＋
Ｌ
Ｉ

Ａ
ト
ア
ロ
ー
ド
７

一﹈
ｂ ＺﾚﾉＶ

. 可ﾃ ﾝ ドー ﾙ

中

M H K
Ｆ

三層~7「－ｌ

ｒｆ 等言へご～子

ラ
イ
ブ
・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
終
っ
た

ら
、
次
は
北
野
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
新
し

い
お
店
や
お
酒
落
な
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し

て
夕
暮
れ
の
北
野
を
歩
い
て
み
よ
う
。

ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
あ
る
ピ
ル
が
立
ち
並

ぶ
北
野
で
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
そ
の
代

表
格
。
ケ
ン
ゾ
ー
な
ど
最
新
モ
ー
ド
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
巧
店
が
集
う
レ
ン
ガ

造
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
。
そ
の
東

隣
の
北
野
ア
レ
イ
も
個
性
派
に
は
オ
ス

ス
メ
。
向
い
に
は
界
人
館
、
こ
れ
が
フ

ラ
ン
ス
料
理
の
グ
ラ
シ
ア
ニ
。
そ
し
て

フ
ラ
ン
ス
料
理
と
い
え
ば
、
こ
の
夏
リ

ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
移
転
し
た
ば
か
り

の
グ
ー
ニ
ー
北
野
も
味
に
定
評
が
あ

る
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
和
食
が
お
好
み
な

ら
ア
ン
カ
ー
ハ
ウ
ス
の
隣
花
亭
。
家
庭

の
味
と
日
本
酒
と
そ
し
て
ジ
ャ
ズ
の
Ｂ

Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
シ
ッ
ク
な
イ
ン
テ
リ
ア

が
魅
力
だ
。
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
会

場
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
南
へ
、
ト
ア
ロ

ー
ド
沿
い
の
広
東
料
理
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ⅱ
Ｅ

（
テ
イ
テ
）
も
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
。
時
代
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
神
戸

ら
し
さ
が
マ
ッ
チ
。
ま
た
ク
イ
ー
ン
ズ

コ
ー
ト
で
は
北
野
ら
し
い
リ
ッ
チ
な
雰

囲
気
と
味
が
楽
し
め
る
。
丘
の
上
か
ら

眺
め
る
神
戸
の
夜
景
は
格
別
だ
が
、
北

野
坂
を
登
り
つ
め
た
一
角
に
あ
る
プ
チ

ホ
テ
ル
ア
ル
ソ
ン
か
ら
見
え
る
夜
景
も

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
。
グ
ル
ー
プ
旅
行
に

人
気
が
あ
る
。
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
は
サ
ン

ト
ノ
ー
レ
で
再
び
バ
ー
ボ
ン
片
手
に
ジ

ャ
ズ
な
ん
て
い
う
の
も
案
外
オ
シ
ャ
レ

か
も
ね
。

i患．４ 山7Ｅ

１
７２
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



催］

装いも新たにリンズギャラリーにオープン

ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ卿餓
ＫＩＴＡＮＯ~汐

中央区北野町２－７－．１８リンズギヤラリーＢ１Ｆ
茸（078）242．‐２５６２１１：３０～１４：３０１７：００～２２：００

■

‘懐しいスタンダードジャズが
流れる…

神戸アルバトロス
神戸市中央区中山手通1 - 2 2 - 1 0 象ピル２Ｆ

日祝休宮（０７の2 3 1 - 3 3 0 0

ＫＯＢＥＵＰＴＯＷＮＫＯＢＥＵＰＴＯＷＮ

ちょっと気になるちょっと気になる

お・み・せお・み・せ

…‘胸・忠……QUeen"ＳＣｏＵｒｔ

ハンター坂に面したどっしりと落ちついた
溝えの西洋割烹の店。神戸ビーフ、魚介類
を素材にバラエティに富んだ料理をどうぞ。

神戸市中央区山本冠２－１３．．１１
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■
第
相
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式

彰
裁
難
鍵
鰭
溌
識
職
綴
鐸
撰
醗
灘
難
醒
溌
鑑
篭

地
域
に
根
づ
い
て

定
着
し
た
文
化
賞

三
洋
電
機
㈱
の
創
設
者
、
故
・
井
植

歳
男
氏
の
私
財
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

側
井
植
記
念
会
主
催
に
よ
る
第
岨
回
井

植
文
化
賞
の
表
彰
式
が
、
九
月
十
日
、

井
植
記
念
館
に
て
行
わ
れ
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
青
木
は
る
み
（
文

化
芸
術
）
賀
谷
信
幸
（
科
学
技
術
）
誕

生
日
あ
り
が
と
う
運
動
（
社
会
福
祉
）

尼
崎
市
演
劇
連
絡
協
議
会
（
地
域
活
動
）

武
下
優
（
報
道
出
版
）
神
戸
日
本
チ

リ
協
会
（
国
際
交
流
）
の
合
計
六
部
門
、

四
名
と
二
団
体
。

賞
の
贈
呈
に
先
立
っ
て
井
植
貞
雄
理

事
長
は
「
今
回
で
受
賞
者
は
評
個
人
と

肥
団
体
に
な
り
、
こ
の
賞
も
地
域
に
根

づ
い
て
来
た
感
が
あ
り
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
の
経
過
報
告
で
は
、
選
考
委

員
の
小
林
武
雄
（
文
化
芸
術
）
松
本
治

職
（
科
学
技
術
）
野
上
文
夫
（
社
会
福

祉
）
長
島
晴
雄
（
地
域
活
動
）
山
崎
進

（
報
道
出
版
）
小
笠
原
暁
（
国
際
交
流
）

各
氏
が
受
賞
に
到
る
経
緯
を
説
明
。

贈
呈
式
で
は
各
受
賞
者
に
井
植
理
事

長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
（
個
人
訓
万
円
、

団
体
卵
万
円
）
お
よ
び
記
念
品
と
し
て

ラ
イ
オ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
ら
れ
た

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
誕
生
日
あ
り

が
と
う
運
動
の
藤
本
隆
さ
ん
が
、
喜
び

い
っ
ぱ
い
の
気
持
ち
で
挨
拶
、
改
め
て

受
賞
者
の
面
々
に
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
来
年
百
歳

を
迎
え
る
中
井
一
夫
・
元
神
戸
市
長
が

恒
例
で
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
祝
宴
と

な
っ
た
。

寸
詔
矛
晒

Ⅱ

ヨ
蕊

蕊
:癖唱齢~ ･ ~ ・…諏零
‘将F 沖堪齢

》驚総

１
７４
１

話題のひろば

＜Ｉ＞

fifI瀞懲

( 上・左から）小林、松本、野上、長島、山崎、４唾原各氏（下）前列左から賀谷、青木、吉山芳良（尼崎市演劇連絡鱈議会
代表) 、井植、ダゴベルト・メリリアン・ハラ（神戸日本チリ惚会代表) 、武下、藤本各氏。

‘鍔

蕊謹玲惑

鍵蕊

軍輯毒

E _ ;題

；

藤
寺

議
織
霧
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■
第
朋
回
芥
川
賞
受
賞
新
井
満
氏
を
祝
う
会

鴬 〃
さ
り
げ
な
く
″

芥
川
賞
を
受
賞

i難

( 上）新井満さん（右から２人目）とそのファミリーとともに、筒井康陸、陳舜臣、田辺聖子さんら（下・左から）石阪
寿牛両伯より絵のプレゼント、花柳吉金吾さんが祝いの舞を披露、乾杯の音頭をとる長島さん。

画

夢箪譲ヅ

１
７５
１

蕊： d蕊

話題のひろば

＜Ⅱ＞

灘驚

蕊 識溺

６蒋苗

識；

IＩ

灘

「
尋
ね
人
の
時
間
」
で
念
願
の
芥
川

賞
受
賞
を
果
た
し
た
〃
マ
ル
チ
人
間
″

新
井
満
さ
ん
を
祝
う
会
が
、
九
月
十

四
日
夜
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南

館
で
開
か
れ
た
。

舞
台
上
に
マ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
揃

う
と
、
ま
ず
は
加
藤
隆
久
生
田
神
社
宮

司
に
よ
る
有
難
い
祝
詞
。
次
に
発
起
人

を
代
表
し
て
田
辺
聖
子
、
陳
舜
臣
、

筒
井
康
隆
各
氏
が
挨
拶
。
「
満
さ
ん
の

ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
、
さ
り
げ
な
い

こ
と
。
さ
り
げ
な
く
歌
を
歌
い
、
さ
り

げ
な
く
小
説
を
書
き
、
さ
り
げ
な
く
芥

川
賞
を
貰
っ
て
し
ま
っ
た
。
憎
い
わ
ね

え
」
と
田
辺
さ
ん
。
陳
さ
ん
は
「
新
井

さ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
欲
張
っ
て

い
る
が
、
ま
す
ま
す
欲
張
っ
て
欲
し

い
」
と
激
励
。
「
受
賞
作
を
た
っ
た
今
、

読
み
終
っ
た
」
と
言
う
筒
井
さ
ん
は
、

「
新
井
さ
ん
の
作
品
は
胃
腸
の
弱
い
人

の
文
学
と
な
っ
て
い
る
。
く
れ
ぐ
れ
も

身
体
を
大
切
に
」
と
、
と
ぼ
け
気
味
で

会
場
を
湧
か
せ
た
。
花
束
の
贈
呈
の
あ

と
「
こ
れ
か
ら
も
再
々
神
戸
に
遊
び
に

来
て
、
神
戸
人
と
の
友
情
を
深
め
て
欲

し
い
」
と
、
長
島
隆
神
戸
地
下
街
㈱

社
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
和
や
か

な
歓
談
と
な
っ
た
。

最
後
に
舞
台
に
立
っ
た
満
さ
ん
は
、

「
新
潟
か
ら
出
て
来
て
、
神
戸
と
い
う

〃
神
の
町
″
で
多
く
の
〃
神
々
〃
に
出

会
っ
た
こ
と
が
、
今
日
の
僕
を
育
て
く

れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま

す
」
と
挨
拶
、
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。

掌

噂
碍

篭聡

爵:謡
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て
の
気
や
す
い
コ
ー
ト
な
ど
が
出
色
。
新
装
飾
主
義

と
い
わ
れ
る
今
の
流
れ
に
ぴ
っ
た
り
の
デ
ザ
イ
ン
だ

っ
た
。

四
ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔
女
茸
叩
（
２
２
２
）
１
７
７
３

★
ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔
女
鯛
秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

ボ
ル
ド
ー
色
や
レ
ー
ス
が
エ
レ
ガ
ン
ト
。

北
野
の
坂
道
に
秋
の
気
配
。
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
工
の
３
Ｆ
に
あ
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔
女
の
大
里
鐙

世
子
さ
ん
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
先
が
け

た
９
月
皿
日
の
ｎ
時
か
ら
、
異
人
館
通
り
の
カ
サ
プ

ラ
ン
カ
ク
ラ
プ
で
、
伽
秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
シ
ョ

ー
が
開
か
れ
た
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
毎
日

の
ス
ウ
ィ
ミ
ン
グ
で
、
ボ
デ
ィ
コ
ン
シ
ャ
ス
に
つ
と

め
る
大
里
さ
ん
の
小
麦
色
の
肌
と
、
フ
ェ
ミ
ー
ー
ン
な

タ
ッ
チ
か
ら
生
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
大
人
の
女

性
に
、
女
ら
し
さ
と
、
愛
ら
し
さ
を
、
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
に
み
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
お
客
さ
ま
や
、
ス
ウ
ィ

ミ
ン
グ
仲
間
の
外
人
さ
ん
た
ち
が
モ
デ
ル
で
い
か
に

も
神
戸
ら
し
い
シ
ョ
ー
。
こ
と
に
ボ
ル
ド
ー
の
赤
が

新
鮮
。
そ
し
て
凝
っ
た
レ
ー
ス
と
レ
ザ
ー
と
ウ
ー
ル

と
の
組
合
せ
の
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
と
か
、
一
枚
仕
立

カ
ラ
フ
ル
な

Ｍ
靴
、
お
酒
落

Ｕ
な
細
喋
丁
は
女

唖
子
高
生
か
ら

唖
如
睡
嘩
詫
狸

ド
気
。
ヒ
ッ
ト

ル
商
品
は
、
ア

罪
ル
ミ
の
飛
行

白
機
が
全
体
に

一
四
つ
い
て
い
る

ベ
ル
ト
。
そ

の
他
に
、
ス
ウ
ェ
ー
ド
梁
材
の
パ
ッ
ク
も
根
強
い
人

気
が
あ
る
。
〃
い
い
物
〃
は
、
私
た
ち
が
出
会
っ
て

い
な
い
だ
け
で
地
球
上
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
い
う
の

が
こ
の
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た

〃
い
い
物
″
と
の
出
会
い
の
場
「
エ
ン
ポ
リ
ァ
ム
」

ｌ
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
雑
貨
市
場
．

回
中
央
区
三
宮
町
１
１
８
１
１
サ
ン
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

窟
３
９
２
‐
８
１
７
５
第
３
月
晒
定
休

…
爵
議
…
…

☆
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
雑
貨
市
場

イ
エ
ロ
ー
フ
ラ
ッ
グ
が
目
印
の
「
エ
ン
ポ
リ
ア
ム
」

が
、
如
月
１
日
に
１
周
年
を
迎
え
た
。
「
エ
ン
ポ
リ

ア
と
は
英
語
で
〃
市
場
〃
と
い
う
意
味
。
そ
の
名

の
と
お
り
、
こ
こ
で
は
意
外
な
物
や
掘
り
出
し
物
を

探
し
だ
す
喜
び
が
味
わ
え
る
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
、

小
物
や
置
き
物
と
い
っ
た
雑
貨
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

て
い
た
が
、
現
在
は
ア
パ
レ
ル
も
か
な
り
多
く
取
揃

え
て
い
る
。
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
グ
ッ
ズ
や

7６

H 盟顛ｊ･ 帯討E |
･ ﾛ ﾛ Ｙ１

ＩＬ“･堀
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を
開
催
し
た
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
届
い
た
ば
か
り
の
選
り
択
り
の
毛

皮
の
数
々
・
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
た
イ
タ
リ

慰
鏑
識
鶴
鍛
錬

i識ilI
☆
華
鹿
に
、
優
雅
に
ｌ

エ
ン
パ
毛
皮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

残
暑
が
ま
だ
厳
し
い
８
月
釦
日
（
火
）
。
、
日
（
水
）

の
両
日
、
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
４
階
シ
ョ
ー
会

場
で
毛
皮
エ
ン
バ
神
戸
本
店
が
華
麗
に
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー

、
／
８
（
土
）
、
Ｉ
逓
（
日
）

山
本
広
江
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
フ
ト
展

ｕ
／
４
（
日
）
以
降

Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｓ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

フ
ァ
ミ
リ
ァ
北
野
坂
ハ
ウ
ス
に
て

、
／
皿
（
金
）
、
１
ｍ
（
日
）

第
２
回
伽
ポ
ー
ア
イ
文
化
祭

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
（
ポ
ー
ァ
イ
内
）

、
ｌ
Ⅳ
時
無
料
（
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
シ
ャ
ン

ソ
ン
２
０
０
０
円
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
－
５
０
０
円
）

、
／
”
（
木
）

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
コ
ン
テ
ス
ト

せ
い
で
ん
三
宮
本
店
南
館
８
階
ラ
ピ
ン
グ
ホ
ー

ル
狸
１
面
時
無
料

、
／
８
（
火
）
、
ｆ
唖
（
火
）

ア
ン
テ
ィ
ク
ア
ー
ト
（
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
）
展

「
安
代
の
世
界
」

北
野
町
異
人
館
・
ラ
イ
ン
の
館
、
１
超
時
無
料

、
／
配
（
火
）

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
〃
閥
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
〃

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
ｍ
ｌ
誕
時
会
員

券
１
万
円
茸
２
５
１
１
０
１
３
３

ｕ
／
顕
（
金
）

コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
伽

田
崎
ホ
ー
ル
草
Ｉ
鴫
時
釦
分
無
料

■
官
、
（
鯉
）
７
４
１
０

☆
賑
っ
た
シ
ャ
ル
ド
ン
秋
冬
展
示
会

日
立
産
業
株
式
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド
〃
シ
ャ
ル
ド

ン
〃
が
、
神
戸
で
初
め
て
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

の
４
Ｆ
で
、
秋
冬
も
の
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
展

示
会
を
９
月
６
日
に
、
約
伽
人
の
お
し
ゃ
れ
な
人
々

が
楽
し
ん
だ
。

ジ
ャ
ル
ド
ン
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
イ
タ
リ
ア
の
古

典
調
ス
ペ
イ
ン
調
な
ど
に
シ
ャ
ー
プ
な
感
性
を
そ
え

た
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ス
ー
ツ
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
か

ら
、
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
類
な
ど
加
点
近
く
が
飾
ら
れ

て
、
人
気
を
集
め
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
久

保
静
江
さ
ん
は
「
初
め
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た

が
、
お
し
ゃ
れ
な
タ
ッ
チ
だ
け
ど
買
い
易
い
と
次
の

機
会
を
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。

ゴージャスなファ一たち

ア
ン
・
フ
ァ
ー
・
コ
ー
ト
が
華
亜
に
登
場
し
て
い
っ

た
。
ピ
ン
ク
や
パ
ｉ
ル
、
あ
で
や
か
で
大
胆
な
エ
ス

ニ
ッ
ク
調
の
模
棟
が
お
り
こ
ま
れ
た
も
の
。
デ
ザ
イ

ン
的
に
漸
新
な
フ
ァ
ー
た
ち
。
シ
ョ
ー
の
ラ
ス
ト
は

エ
ン
パ
自
信
の
〃
ブ
ラ
ッ
ク
プ
ラ
マ
ー
ミ
ン
ク
〃
。

ゴ
ー
ザ
ャ
ス
な
フ
ァ
ー
は
さ
す
が
な
も
の
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
毛
皮
エ
ン
バ
神
戸
本
店
・
中
央

区
布
引
町
４
丁
目
２
１
岬

宮
（
０
７
８
）
２
２
２
１
３
５
５
６

秋のお酒落を求めて
カラフルな北野の秋

蝿
観
か
④
園
田
目
握
り
呂
国
④
型
助
唱
＠
国
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造
形
的
・
幾
何
学
的
な
美
し
さ

「
私
の
デ
ザ
イ
ン
の
ベ
ー
ス
は
、
私
自

身
が
建
築
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
」
と
フ
ェ
レ
自
身
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
椛
築
的
で
シ
ャ
ー

プ
な
ラ
イ
ン
で
世
界
中
に
フ
ァ
ン
を
も
つ

ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ェ
レ
。
脚
年
に
ミ

ラ
ノ
エ
科
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
。
当
初

は
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で
仕
事

を
し
て
い
た
が
、
友
人
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
⑥

氾
年
頃
よ
り
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
の
他
、
フ
ィ
ォ
ル
ッ
チ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
デ
ザ
イ
ン
で
頭
角
を
表
わ
し
、
レ
イ
ン

コ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
展
開
。

プ
レ
タ
ポ
ル
テ
と
し
て
は
、
汚
年
に
ヤ

ン
グ
＆
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
〃
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ
〃

ブ
ラ
ン
ド
、
氾
年
に
〃
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
・

フ
丁
し
〃
ド
ン
ナ
、
帥
年
に
は
同
じ
く
ウ

オ
モ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
相
次
い
で
発
表

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
新
ラ
イ
ン

す
る
。知

的
な
造
形
・
椛
築
性
が
前
面
に
押
し

出
さ
れ
た
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
の
基

本
理
論
は
、
「
女
性
の
服
は
、
向
由
で
あ

り
制
約
が
な
い
の
だ
か
ら
夢
が
な
く
て
は

い
け
な
い
。
男
性
は
仕
本
が
メ
イ
ン
な
の

だ
か
ら
現
実
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
の
デ
ザ

イ
ン
が
必
要
。
」
、
由
で
芸
術
性
の
高
い
レ

デ
ィ
ー
ス
、
反
対
に
シ
ッ
ク
で
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
な
メ
ン
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
も
こ
の

理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
全
体
像
を
計
画
し
、
シ

ン
プ
ル
で
月
に
見
え
る
デ
ザ
イ
ン
線
が
少

な
い
分
だ
け
周
到
に
計
算
さ
れ
、
造
形
的

で
幾
何
学
的
で
あ
り
、
あ
い
ま
い
さ
の
な

い
彼
の
デ
ザ
イ
ン
。
新
し
い
価
値
感
を
侍

っ
て
生
き
る
今
の
時
代
に
も
っ
と
も
ふ
さ

わ
し
い
ウ
エ
ア
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
年
度
の
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
お
く
ら
れ
る
金
の
Ｈ
賞
を
５
皿
も

受
賞
し
た
と
い
う
事
実
が
、
彼
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
界
で
の
人
気
と
評
価
を
現
し
て
い

る
。

銘
年
か
ら
マ
ル
ゾ
ッ
ト
社
と
提
携
し
て

新
た
に
フ
ェ
レ
の
ラ
イ
ン
に
加
え
ら
れ
た

”
の
門
口
目
○
つ
Ｓ
・
・
国
電
同
圃
詞
困
両
“
価

格
も
プ
レ
タ
ラ
イ
ン
よ
り
ｇ
〜
ろ
％
安
く
、

新
し
い
顧
客
牌
を
展
開
し
そ
う
だ
。

秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
一
部
を
紹
介

す
る
と
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
、
コ
ッ
ト
ン
、
カ

シ
ミ
ア
な
ど
の
素
材
を
使
っ
た
豊
か
な
色

彩
使
い
が
特
徴
。
型
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
タ

イ
ト
ウ
エ
ス
ト
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら
ニ
ッ

ト
の
ロ
ン
グ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
タ
イ
ト
パ
ン

ッ
な
ど
と
い
っ
た
新
し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
の
提
案
ま
で
巾
広
い
展
開
を
兄
せ
て
い

る
。
全
体
に
は
グ
レ
ー
、
ブ
ル
ー
、
ホ
ワ

イ
ト
と
い
っ
た
基
本
色
が
中
心
で
メ
ン
ズ

の
柄
が
効
果
的
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。

お
買
求
め
は
そ
ご
う
新
館
５
Ｆ
ロ
イ
ヤ
ル
サ
ロ
ン

ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
・
○
８
．
一
パ
イ
・
フ
エ
レ
ブ
テ
ィ

ッ
ク
で

Ｉiii
ＢＲＡＮＤＨｌＳＴＯＲＹ⑥

構築的ライン
の美しさ

RC V l L S A l I O N
ノ齢ロアL1rｱル

②珊則
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ウ
、
不
の
ス
ー
ツ
…
。

／ 、

ＫＯＢＥＣＣＯ
ＢＥＳＴ
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ケスト＝小倉一さん
< 神戸海岸病院院長〉

小
倉
さ
ん
が
お
す
す
め
す
る

生
粋
の
神
戸
っ
子
、

Ｌ

■大阪店ナビオ阪急2 Ｆ■東京店東急百貨店渋谷本店･ 東急百貨店日本橋店
・東急百貨店吉祥寺店･ まちだ東急百貨店■札幌店さっぼろ東急百貨店

』

二義i二‘’ＪＲ元町図マ
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今年3 0 周年を迎え
た一サロン寓里一。
いつの時代もファ
ッションの先端を見
通し、ナチュラルな
中にシックでロマン
な夢を求めて数々の

【､：

ドレスを手がけてきたデザイナーの
小林万里子さん。
「最近の傾向っていえば、服はシン
プル傾向ね。そしてアクセサリー。
アクセサリーで美しさを引き出して
ゆく。つまり、どう見えるかを客観
的に判断して、仕上げの美しさ、点
から全体に広がってゆく美しさを心
がけていかなければいけない時代で
すね」と口にする万里子さん｡ ｢ あの
方、センスいいわれ。ステキ」とい
われる人は、コーディネイトする眼
（力）とセンスがあると万里子さん。
「今の美しさは、全体の組み合わせ、
いわゆるコーディネイトする眼によ
って決まります。センスはコーディ
ネイトの力です」「3 0 年を迎えて最
近、やっと見えてきたっていうんで

8 8 秋･ 冬ＫＯＢＥファッション情報

《サロン菖里》
小林万里子

< デザイナー〉

アトリエにて制作

しようか、どういう仕事のどういう
ポイントに眼を据えたらいいのか」
クラシカルでロマンチック、そし

てシックでナチュラルなもの。これ
が3 0 年来変わらないサロン蔑里の基

本。そして今、シンプルでフラット
な素材をダイナミックに使い、どの
デザインでも伝統的な服の形態をこ
わさず、その中にセクシーに、そし
てサロン寓里のテーマ「クール・エ
レガンス」を追求することに意欲を
見せている。「デザイナーである限
り常に成長進化していきたい_ ｌとい
うのが信条の万里子さん。「生きて
ゆくことは変化していることだし、
その反映がファッションだからチャ
レンジしてゆかないと生きている意
味がない」といいきる。時代を越え
て本物のドレスづくりにチャレンジ
しつづける－それがサロン寓里。

猫のリッチなベッドのあるウィンドー
の前で万里子先生とお客さま
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坐
一

K O B E F A S H I O N

〃

ま
藍ごＰ

ク
リ

幕紅
グ

￥
訂

』

☆劫やゲ､ ジやズに迎えられるｵ ｰ プﾆ ”
☆鋪鯨煎っ群ﾔ ﾝ ブﾗ ÷

〒6 5 1 神戸j I f 中央区浜辺通5 - 1 - 1 4 神脚商工質易センターピル1 7 階神ﾉ ｰ J ﾌ ｱ ﾂ ｼ 画ﾝ ｱ ｿ ｼ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ 内

申込窓口

E ) 7 : O 0 P M S T A R T
ホテル南館1 階大輪田の間
Ｉ．
』 会費１０，０００円

P A R T Y

☆
☆
☆

胸騒ぎ誘う熱いｽ テップ

神戸ポートピア
11ⅧZTU

バﾘ 8 日間の旅など蕊蕊ブﾚゼﾝ ﾄ ﾉ

〃
華麗な夜のｸ ﾗ ｲ ﾏ ｯ ｸ ｽはディスコ°ﾀ ｲ ﾑ。

●主( ⅢK O B E ファ，ショグパーテイ実1 f 審員会

e後孤【協)神戸フテシ幸丁･ルェーンョン(KFA)､神戸フチションタ，ｼ5'協縦会(KFI､1､神戸｢ｉｆ､神戸鯛エ会#師ｌｒ､神戸WrIm桃､I｣本真珠振典会
｡ 協鋳ロ本航空株式会社､ 旅行淵発株式会社､ キ' ルピールイ獄会社
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神
７
１
才
媛
＃
ん
〈
泥
〉
鶴
凄
葱
藤
雛
謁

セ
ン
ス
が
光
る
禰
覗
慾
濡
雪
擁
購
鵡
兼

■
偽
９

雌
近
は
裏
千
家
の
お
稽
古
に
熱
心
に
通
わ
れ
、
推
薦
者
／
藤
井
節
子

着
こ
な
し
美
人
釧
鵠
撫
蕊
》
髄
融
輔
畦
巽
ん
薩
識
蝋
》

家
庭
で
は
二
人
の
お
兄
さ
ん
の
ド
で
御
両
親
の
深
い
愛
怖
を
一
身
に
受

堀
知
子
さ
ん
〈
”
齢
雄
濁
填
哩
之
氏
長
女
〉
耐
悪
輔
る
ょ
ぅ
で
す
。
．
ｎ
も
早
い
花
嫁
姿
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

モ
ダ
ン
な
お
母
様
、
ｋ
鮎
な
お
ぱ
あ
様
の
血

ヨ
画
ユ
里
ゴ
ョ
的
の
一
一
句
三
矩
云
色
盲
②
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店姉と内
の様かの裕
制のら神子
服’１でノァさ
姿航あ女ん
のⅡ､ｆる'.jら御
裕代・院…
/ ‐、歯| 昨家
さア科代と
んルI 矢かの
は（姉ら交
まイ人の遊
だＩ、と親は
あ先巻友お
どでらと･ 母
け伽れ言様
ならたうが
く < おこ家

神
７
１
才
擬
；
ん
〈
沼
〉

貿
易
最
前
線
に
咲
く

大
輪
の
花
一
輪

幼
な
か
っ
た
．
そ
れ
が
今
や
総
合
商
社
の
繊
維
推
薦
者
／
細
見
成
男

斑
坊
部
で
伽
ら
く
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
。
巾
．
〈
胤
東
工
器
㈱
顧
問
〉

尚
・
大
（
英
文
科
）
と
女
学
院
の
一
家
あ
げ
て
の
神
戸
女
学
院
。
な
か
で

も
彼
女
は
女
学
院
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
お
嬢
さ
ん
だ
。
大
雑
時
代
は
ス

キ
ー
の
日
本
学
生
大
会
に
も
川
場
の
腕
前
。
内
科
開
巣
医
だ
っ
た
ご
雁
人

亡
き
後
女
手
ひ
と
り
手
塊
に
か
け
た
大
輪
の
花
、
今
や
満
附
近
し
で
あ
る
。

カ
メ
ラ
松
原
卓
也

谷
田
裕
子
さ
ん
側
卜
‐
メ
ン
本
社
勤
構
）

ヨ
四
ユ
の
ヨ
ロ
房
⑮
一
一
ｍ
ユ
の
六
口
言

』

Ｌ』里

一

写

＝Ｐ
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